
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

 32:25 モーセは、民が乱れており、アロンが彼らをほうっておいたので、
敵の物笑いとなっ出エジプ32:21 モーセはアロンに言った。「この
民はあなたに何をしたのですか。あなたが彼らにこんな大きな罪を犯さ
せたのは。
◎信頼関係
　神様が求めているのは私達との関係です。なぜ私たちは試練に会うの
か？それは私達がここのテストを合格するためだからです。
◎任される喜び
　そして、このテストに合格したら、私達の神様は任すことができるの
です。この任せられる喜びを得なくてはいけません。
◎成長
　私達は手探りで成長していきます。私達は気をつけなければいけない
ことは、信頼関係がないのに任せることはできないということです。だ
からテストに合格する必要があるのです。もし私達がオーナーなら、感
情的な人に仕事を任せますか？
◎自分を管理できる人
　自分を自分で管理しなくてはいけません。それはコントロールです。
私達は人をコントロールしたいという気持ちがありますが、コントロー
ルするものは、自分自身だということです。そして、自分自身をコント
ロールできないと信頼関係も築けませんし、仕事を任せられることもあ
りません。神様はいつでも任せる準備はされています。では、どうやっ
たらコントロールできるようになるのか？それは、決して諦めず、祈る
こと。そして、モーセのように神様と一緒に歩むこと。そこでだれにな
んと言われようが文句も言わずに冷静に見て自分の任されたことをやっ
てみることです。

　私達は裁く目線があります。アロンもモーセも同じよう失敗してきま
した。しかし、モーセが成長して選んで選んだ姿は、とりなして祈るこ
とでした。私達は今まで人を裁いてきたかもしれません。自分の思い通
りにならないとその事を否定してきたかもしれません。あたかも自分が
神になって人を裁き自分が悪くないと言ってきたかもしれません。しか
し、モーセはこういった人生をやめ、どんな時も祈りに帰るものとなっ
たのです。これが正しいリーダーの役割だということをモーセは知った
のです。

 

来週の奉仕者
（８月１８日）

今週は…Ⅱ列王記22：1～Ⅱ列王記24：20

　～リビングライフより～

「愛の終着点」「愛の終着点」

（ ２０２４ 年８月４日 ） 
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　肉をくわえたイヌが、はしを渡っている途中にふと下を見ると、川
の中にも肉をくわえたイヌがいました。イヌはそれを見て思いました。
（あいつの肉の方が大きそうだ）
イヌはくやしくてたまりません。（そうだ、あいつをおどかして、あの
肉を取ってやろう）
そこで、イヌは川の中のイヌに向かって思いっきりほえました。
そのとたん、くわえていた肉はポチャンと川の中に落ちてしまいまし
た。川の中には、がっかりしたイヌの顔がうつっています。
　さっきの川の中のイヌは、水にうつった自分の顔だったのです。同
じものを持っていても、人が持っているものの方が良く見え、また、
よくばると結局、損をすると言うお話です。
私達の心の中にもこのような心はありませんか？

　出エジプト 32:21-24 モーセはアロンに言った。「この民はあなたに
何をしたのですか。あなたが彼らにこんな大きな罪を犯させたのは。」
アロンは言った。「わが主よ。どうか怒りを燃やさないでください。あ
なた自身、民の悪いのを知っているでしょう。 彼らは私に言いました。
『私たちに先立って行く神を、造ってくれ。私たちをエジプトの地から
連れ上ったあのモーセという者が、どうなったのか、私たちにはわか
らないから。』それで、私は彼らに、『だれでも、金を持っている者は
私のために、それを取りはずせ。』と言いました。彼らはそれを私に渡
したので、私がこれを火に投げ入れたところ、この子牛が出て来たの
です。」 
　アロンはモーセのいない４０日間で自分の任せれていたイスラエル
の民を正しく導くという責任と役割があったが、日に日に増す民から
のつぶやきや、文句を聞くのが嫌になり、任されていた責任を放棄し
てしまい『だれでも、金を持っている者は私のために、それを取りは
ずせ。』と言いました。彼らはそれを私に渡したので、私がこれを火に
投げ入れたところ、この子牛が出て来たのです。」』というとんでもな
い無責任な言葉を発してしまったのです。
　みなさんもこのアロンのような諦めからくる責任や役割を放棄して
いませんか

　『【主】はモーセに仰せられた。「さあ、すぐ降りて行け。あなたがエ
ジプトの地から連れ上ったあなたの民は、堕落してしまったから。彼
らは早くも、わたしが彼らに命じた道からはずれ、自分たちのために
鋳物の子牛を造り、それを伏し拝み、それにいけにえをささげ、『イス
ラエルよ。これがあなたをエジプトの地から連れ上ったあなたの神だ』
と言っている。」』出エジプト32:7-8
　モーセはここで神様からのテストを受けています。ここに書いてあ
るあなたの民は、神様からモーセに対して言われています。モーセが
今までイスラエルの民の導いてきました。人は労苦したら自分のもの
にしてしまいます。でもモーセは自分のものにしませんでした。
『しかしモーセは、彼の神、【主】に嘆願して言った。「【主】よ。あな
たが偉大な力と力強い御手をもって、エジプトの地から連れ出された
ご自分の民に向かって、どうして、あなたは御怒りを燃やされるので
すか。」出エジプト32:11
　モーセは罠に陥らなかった、この時の燃える芝の時のモーセの姿か
らは想像できないほど変わりました。

　出エジプ 32:21 モーセはアロンに言った。「この民はあなたに何を
したのですか。あなたが彼らにこんな大きな罪を犯させたのは。」
 32:22 アロンは言った。「わが主よ。どうか怒りを燃やさないでくだ
さい。あなた自身、民の悪いのを知っているでしょう。
 32:23 彼らは私に言いました。『私たちに先立って行く神を、造って
くれ。私たちをエジプトの地から連れ上ったあのモーセという者が、
どうなったのか、私たちにはわからないから。』
 32:24 それで、私は彼らに、『だれでも、金を持っている者は私のた
めに、それを取りはずせ。』と言いました。彼らはそれを私に渡したので、
私がこれを火に投げ入れたところ、この子牛が出て来たのです。」
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  6:00~ 早天祈祷会
 

  6:00~ 早天祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会
19:30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

 
19:30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

  
  20:00~ 県北祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会

  6:00~ 早天祈祷会

さいごに

13 日   曽我郁斗
14 日   西嵜真由美
14 日   富岡喜千朗
15 日   富岡陽子

 
 
 

 
 
 16 日   松田沙和菜
 20 日   澤口来海
 21 日   西嵜璃愛
 
 
 
 

22 日  平澤一浩
22 日  山本淳平
25 日  岡本爽

1日  名越裕晃
5 日  澤口建太
6 日  横山淳平
7 日  秦泉寺朗子
9 日  高橋司
  

  

家庭祈祷会

岡本爽

新開彩 淺野愛可

 

  ：

7/25-29 リバーサイドの家族と共に韓国宣教に行ってきました。私は
ユースとサラン教会、ゴスペルクワイヤとして 1516 教会に行かせて
いただきました。
　私にできること、何かひとつでも神様の働きに用いていただけるよ
うに祈り願いつつ韓国宣教に望みました。
　結果、韓国の神の家族から、沢山のおもてなしを受けることとなり
ました。
それは私が受けたこともない溢れんばかりの多様な愛の形でした。そ
のおもてなしをとてもじゃないけれど受けるに値しない自分に対し
て、またそんなつもりで行ったわけではないのに、次から次へとどこ
に行っても何をしていても、色々な方を通して様々な形で与えられ続
けました。
　この事を通して、神様が私に教えて下さったのは、神様の “愛” の
大きさは、あなたが考えているよりも、もっともっともっと大きいん
だよ、わたしの思いは高くて深いんだよということでした。私は改め
て、神様の無条件の愛がいつも注がれていること、そんな天のお父さ
んの偉大さを知りました。
そして、日本に帰国してリバーサイドに入ったところの壁一面に『お
かえり』の文字と共に可愛く仕上げられた飾りと手作りスイーツと、
教会の家族の笑顔がありました。胸がいっぱいになって涙が溢れまし
た。
日本に留まり任された場所で、花を咲かせつつ、宣教に行った私たち
の事を祈り支えていてくれた家族を通して、最後の終着点で、神様は
変わらることのない愛の方である事を教えてくれました。
また、遣わされた場所でしっかりと立つことの大切を教会の家族を通
して、握ることができました。
どんな時も、イエス・キリストの愛に立ち、この愛を伝える通り良き
管となれるよう願います。
『信仰によって、あなたがたの心のうちにキリストを住まわせてくだ
さいますように。そして、愛に根ざし、愛に基礎を置いているあなた
がたが、すべての聖徒たちとともに、その広さ、長さ、高さ、深さが
どれほどであるかを理解する力を持つようになり、
人知をはるかに超えたキリストの愛を知ることができますように。そ
のようにして、神の満ちあふれる豊かさにまで、あなたがたが満たさ
れますように。どうか、私たちのうちに働く御力によって、私たちが
願うところ、思うところのすべてをはるかに超えて行うことのできる
方に、教会において、またキリスト・イエスにあって、栄光が、世々
限りなく、とこしえまでもありますように。アーメン。』
                                                          ( エペソ 3:17-21)
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 正しいリーダーの役割

 イソップ童話のよくばりな犬の動画

アロン：頑なな民
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テスト

    

 西嵜真由美富岡喜千郎

西嵜璃愛

 

 富岡陽子

平澤一浩 山本淳平

  　

　　出エジプト32:1-35

17:30~ サンデー／ユース

17:00~ サンデー／ユース

17:00~ サンデー／ユース

17:30~ サンデー／ユース

 「父に生きた人！！子から父へ！！」
～土台と芯のある生き方～

  

    

岡本 英樹）

　私達は目の前に問題があると感情的になって道を踏み外してし
まいます。うまく行かないと自分でやってしまおうとします。う
まく行かないこと裁いて人のせいにしてしまいます。
でも、イエス様の十字架はどんなに裏切られて揺り動かされるこ
とはありませんでした。
　今私達の心の中につぶやき、諦めがないでしょうか？自分の思
い通りしたという思いがないでしょうか？イエス様は私達のこの
ような思いの為に全部捨てて十字架に掛かられたのです。だから
こそ、私達は贖われたものとして責任を持ちたいのです。
『今、もし、彼らの罪をお赦しくだされるものなら──。しかし、
もしも、かないませんなら、どうか、あなたがお書きになったあ
なたの書物から、私の名を消し去ってください。」』とこのように
モーセも責任者としての祈りをしました。
　だから私達もこのモーセのように決して自分ものにすることな
く、神様から与えられた役割を正しく冷静に判断し決して諦めず、
責任を果たしていきましょう。
　自分自身の生き様を通して、イエス様の愛に応えるものに変え
られて行きましょう。

19:00~ ゴスペル練習

19:00~ ゴスペル練習

全体トレーニング
チャーチミーティング

誕生者お祝い

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~

てもてキャンプ

主日礼拝

主日礼拝

主日礼拝

聖餐礼拝

セル祈祷会

富岡 牧

あぐりパーク
ユースキャンプ

kiki さんレッスン

泉水 浩

富岡 牧
辻 総一郎

富岡 美千男
横山 栄子
曽我 菜々子

日名 陽子
藤原 友規子

　今週のリビングライフは、列王記第二22-24章です。いよいよ今週末には、
24 章になります。南ユダ王国の滅亡、バビロン補囚の記録となります。南
ユダ最後の王たちは、エホアハズ以降、イスラエルの歴史はさらに 22 年
6ヶ月、4 代続きますが、いずれも評価の悪い王たちです。つまり、ユダが
滅びたのは、強大なバビロンの力が及んだためではなく、神の裁きによる、
神がバビロンを用いられたのだ…というのです。実際、この時代の王エホヤ
キムは、神が遣わした預言者エレミヤが書にした神のことばを焼き捨ててし
まった王です。彼は主を恐れるところがなく、主の前に悔い改めることもし
ませんでした。彼は悪名高きマナセ王と同様であったのです（3 節）。マナ
セ王は、神殿に偶像を持ち込み、あらゆる偶像崇拝を南ユダにもたらしまし
たが、それ以上に、罪のない者、敬虔な者を弾圧しています。伝承によれば、
イザヤは、マナセの時代に、鋸で真っ二つに挽かれたとされます。神がマナ
セを赦そうとされなかったのは、ただ悪者だったと言う以上に、罪の赦しを
告げ知らせる神のことばを拒み、神のことばを退けた結果です。人は、神に
滅ぼされるのではなく、自ら神の赦しを拒むことで滅びを刈り取ると言うべ
きでしょう。それは今日も同じです。厳しい内容になりますが、神はただ裁
きを宣告されているのではありません。赦しを提供しておられるのに、イエ
ス・キリストにある罪の赦しを拒み続けるのであれば、それは、自分たちが
決断して選んだことであり、自らで滅びを刈り取る以外にないのです。
　14 節は、バビロン捕囚の状況を伝えています。捕え移された者は、国の
指導者層の人々、兵士、職人、鍛冶屋であり、貧しい民衆だけが残されました。
こうしてイスラエルは解体され、国の道を誤らせた者たちが約束の地から排
除されていきます。教会もそのようなものかもしれません。やはり教会は、
神がおられるところ、主の御名が呼び求められるところです。その神を大切
にし、その神に従う心がなければ、教会から引き出されてしまう…。神がお
られると信じて歩むならば、その神がおられるところ、その神を愛する者の
交わりを大事にしていきたいです。これは、歴史上で起こったことですが、
すべて神のなさることであり、神は正しいことをなされるのです。正しいこ
とをなされる神を信じ委ねて歩んでいきましょう。今週も主と共にある素晴
らしい１週間となるように祈ります。

李 雋英


